
春 季 年 曾 ア ブストラクト

4 Jj 30日， õ 月 1 日 の 2 日に宜~ ，波大天文事敬重に ~ô". て悶かれた本年度綜季五.t~合のアプス ラ l クト

を御紹介ナる.これは芸隙されたアプストラクトと 'IX日の締泌をもとにして綿J，t{示日が自己したも ので，3tl'1 

はすべて，稿集係日にあるととをお断りしたν.

部将i合は主駐日 100 名を越える合C~が集まり縫合であった，なお司令f:t (第一 日 ) 11l本 -iilt・総元日尖 ・1，L
乙ゑ・情l号・一柳祥一 〈句i);2日〉 荒木俊馬 ・宮本正太郎・波溢敏夫の箭氏にお関ν・した.

第 1目

先ず虎尾正久 ・小林愈志氏〈東京天文慈)(土リ ーア

ラーi時計の銀子からi夜接に光電的に各秒をとり出して

ïi，r~会した結果について述べた.この各秒の伎役時計fftÎ

の示す佑と比較すると，振子のもつ総監が約2秒おく

れて時計画に出て来ること，歯車の持つ抵抗が自由に

振動し℃いる答の主美子に相設の影響を興えて L、るこ

と，文振子から直接に時刻を記録させる袋置そ作れば

1 ms以内の縞-度のH寺計ゑヰ辱られること等が判明し

た.次いで飯島重孝・岡崎清市・方自..三郎氏 〈東京

天文豪〉は報時精度の現妖について水晶時計の採用，

比較袋;置の改良，費{言時計の機構改革， 天文書長 ・千築

設信局間の有線連絡の改普， P%Tの完成などの原因

によって東京天文豪の 1951年以来の報u等改善計賓が

一感激定の7Jdfllに議したことを報告した.現在 JJC殺

防修正値の標準備援は大観土 lOms以内であり，又

JJY報時{工士 13ms程度であり1住界的7kt告に侃し得

る由である.閉じく 飯島重孝・岡崎清市氏{土現在小金

井の電波研究所より東京天文章在へ滋られている 3奈の

水晶時計について 1052年 IV月まり 1年聞における

巡行を盤現した結果そ控表した.水晶時計の修正術省ピ

.4=α+ bt +c t2 + dt3 + O 

b:: -100-+ 60m日/d

2c = -2-十 1ms/d2 

3d =.: - O. 02 -+ O. 04 msj d3 

と仮定して

H辱た.叉このイ也恐らく地アf~のt純度嬰化1:.基くと思

われる 3畿に共通な歩度の型化が俄備されたことそをs

べた.叉飯島..'加殿様名氏 〈旅京天文筆;)は新し

い時計紗傍鋭比較幾置として色l!附され てし、るデシマノレ

カウンタ ーの比較精度を貨験的lこ求めた結果を報告

し，この標準備さをは 土0.005ms以下であると述べ

た.虎尾正久 ・宮地政司氏 〈東京天文豪)IまO.∞01

m 迄の精度で PZT観測に用いる星の規佼置宏計算

するために必要なすべての二次項の俄討と笈際の計算

に嘗つての方針につL、て続演した.従来しばしば問題

にされて来た精密級位綬計算の決定版となるべきもの

でーある.次いで2智治政司氏 〈東京天文10はra獅のアミ

文豪で迩距離の無鯨殺時を受信ナるだけでその宇都即時

間そ決定する方法を拠出した.標If~mi波 WWVH(ハ

ワイ〉を受信し，これ~フラ ウ :/tf_j二 lこ 40ms で櫛

引しg民合とると多くのエコー伝競が現わる.それら

の相野的時間差から途中の電隣府の平均の刊さ及びそ

の電波の反射陶磁を同時に解〈ことがIJI*‘ζこれから

電波の体相官時間を求めるとL、う巧妙な方訟である.叉

同氏は地球自制速度の季節嬰化について 1948年から

S年聞に主主るワ シン トンの3畿の水晶時計叩迎行事f解

析した結泉，地球の!当特迷度の年周及び4ド年周の艶化

項のイ庇そ求めた.後者{主従来得られてL、た仰に近〈前

有害，(ま 26.4 - 4. 0 rns と従来の.:'1三分Ji下の値となり副

総般に~liずいた依ヵ~!}られた.安問理事雄・原書男氏

〈東京天文豪)Iま1952年以来行われ ている子午慰に

よる夫rr~星のす、翻観測の結巣念主t氏の三縦夫政足淡，

FK3， GC， N30等のカタログと比較した結果につい

て報告した..三編tの観測が最も新しいカタログである

N30と系統的な差異を示すことは注Mすべきことで

ある.切関正賞氏(純度観測l郎If)Iま子If儀の軸につき

刺!のや彼 γ ル

r:11旬。

?・ =η+Ian日inn9+ Ibn∞Sn9， ¥ 1申 =0

とおき， f~1の中心0 のì1J!助事f水平及ひ'$l~前の附プ1' fi'oJに

分けて計3本した.一例として栴"が鮒聞の場合を述べ，

叉軸受の〈さびの開きの1iJは900 のとき最も限定とが少

なくることをZ夜間した. 安図司繁雄氏 〈東京天文~約{土

光波干渉利1刊による子午俄の~4flの市政の測定と組 しi}iJ

の感曾の報告に引般き測定の安定lfr，Cdラン プ似;):1) 

による測定結巣，潟民測定の結果}こっき報告した.測

定の安定度はなかなか奥野である.次いで相前繁鑓氏

〈締度観測P!r)Iまう疋頂儀による制度税制自立の系統的械

設につき先に7k~の怖につい て行ったと問機のブJ訟

で'j Ukillbの t;W/J!.一仰ハvの仰とJ，cvel∞rrection，

脱皮降下都， 袋内と機脱のt脱皮の~喜多との相闘す求め

た.須)IJカ氏 (練度観測所)(ま蹄J1t観測に及ぼす阪の

影響について従来川崎熔ゴ:(1902-11)，池m博士 (1

922-25)，服部博士 (1924-49~ が行った結果そ綜合
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考察し，綿皮親il{iHこ11;1:11~彰筏ナる主)i!Z.lí，j ~ : w→SW→ 
NW と軽怒って来たこと幸子報告した χ風速につい ζも

1m!日仰の鼠に謝して()."凶作l変移繁ナる.弓滋氏 (ゎ，;¥

俊翻iJliJFfr)/土t~\fø.;般iWJ11守における戚ノくT_t:if~~ii/，:t.Jノ，:y.j北

}!t， ~i劫'lti脱皮と議Y叫lræ:;.):X::~r;，につき ， 古íjN~向!ょ引税

L 、て浮'(I!iソミ[L1f;者宅でj'-i]Ui.J)JuVkt、令した結来予報告し

た.その紡泉家inのiti:ft法以外(ま前兆一と問桜Jム結果が

ほiたが，市北悲だけは長Mを.J)Wf氾til)~長泉によるものか

始どその影響効J現れなかった.~rlいてl司氏{土).!.J!t!_丘町

によるヲミlYi儀ilm1~;n{J抗争?観刈した結果につい℃述べ

た.ょの方法l主 1935年木村縛士によって始められ一

時中絶していたものな 1949t，下以来符閉したのであ

る・1!J52年 vt月までの槻;JliJfiu.?-:終約してilWi設計'

fî{i;， その脱皮係数，各Æt句の?J#!，ì器十才とめた結)j.~ ~土何

れも従来得られているす(fとよく 一致してレる.

i 第 1 日午後の部はまず村山定男氏(利I~:，博物館). ;寒

村武雄氏(両知大〉から，1Ð40 年 11 月 20 日 i~~j知市

小松克次方の怨ガラスそ破って毘内に落下した小胆石

はついてガラスの穴と滋下駄の他校から務下の方位，

封ft聞との角度および見かけの輔射駄などか批定した結

:!t~の謹袋がらり，細いて紳閏茂氏〈横波i閥ÌI.大〉から

1020 - 52 1f;.における閣内の岡崎腕測によって決定さ

れたVie恩の賀線路につL、ての報告があった.小林事量生

民 〈京大潤1)1ま，l¥w.カ メラをさらに改良しーζ，色J&

径とf敏郎の略的を修正した光墜系の設計品。普通のガ

ラス材とま求問、のみそfI'lt、た簡lYJ.な組合せによって白t現

し，そのデータ寄?盟表した.

ーたい・で中野三郎氏 (東京天文書苦)/土 1952年度乃子

~f~質問測による月のf\ì:t詑が，前年の紡架から般的され

る促[と矛盾なく，叉米間の翻測量ílî:ll~とも大22ないこと

な述べ，後磯滋氏 (和;i}及2甑WlUWD/ま木今，2月の部分食

の潟J斑眠測の蛾約紡県として，食分と，それから務部

した初期使闘の時刻の0-0会報告，長谷 JJJ一 郎氏

〈制上天文建)/ま 1052年 10月と 11Jl乃木liIによ

る地磁の観測結果から得られた水島の平均資総資綿お

よび間年鯨ぺの修刃刊むについて述べた.同じ<j(@J認に

闘して，.鍋褒之助氏(東京天文豪)/ま，1D50年2

月と 12月のプレイアデスの掩蔽抑制治時得られた駿

約結果lこ Hllynによる月事長の不般の初涯を加えて求

めた月の自J;I傘粧が D32."土 0.09(p. e)となり，これ

は 189511::から 08C.leにかけ℃中欧各地で行われた問

機鵬首iリからの結栄と非常によ〈一致して双方を平均し

た値が 932吋 O土 0."07(p. e)となることを報告し，

次いで虞瀬秀雄氏〈東京天文探〉から等級掩縦観測F占

の強織について，従来使われた食漁報め流儀とは別

の， 計算詩的主により~きする 一一緒ノ;近íJ'!.trJ計算法につい

てのJ必I加がみつた.

守示晃，大脇謹日月同氏(ホE各戸~I) り jJip についご

の研究J)第二羽i:z，従来)Ij~、られた -;;( iflii限度c'){-\: り;こ

7]\r(!j泣くの大気J~I!}!芝山 千考え，郎i干1な熱fw.;(tの方

程式から Toの時r:i]的嬰化!<:'求めたJ二，Frむω山ic制J出刈討，;Ieむ凶b以Lじ.

めi池也斗J釘仰f庁m問lリψj')りJ式占十J斗}に小L、γ一之亡熱!侍必1将浮停係ミ数 D 杏少?求めるブ方J渋

で，結裂は D= 1 -2 X 10-2 (日 m.h)となり，ニ

れより DipのlI!f問的問化や求めると問測と のづ交が

かなりよ〈なるとのことで為る.

組いてブJ怒凶係の研究~31(1こ移り ， まず青木信仰i走

〈京大);対日立すlE三角形'1;'術勤治;木星の離心都を考!ù.~に

入れた場合にも脳術な解とし℃位jられることや波ゆ!し

てその跳附泣の泌!1ilJl¥:'EquLitions allX Variatiomで

解 〈方法手口没1mした.古夜由秀氏 (班点天文ii.iOtまノj、

惑星の永年慨illJJな隣心耳がやilVt世間傾斜角の l】i!-llwr

degrocsおよび木庄の第二次扇動をも考慮して求める

方訟を述べ， mfl1l11iと舛3之助.J)紹1度の平均j室。jの粗野

値がほぼ等しL、ので，解に顕著な項の現われること合

示 した.さらにこの場合の注勤の安定の依件喜子 Flora 

f洋の小惑星についーご貨際に計算し，それらはすべて安

定制崩にあることそ示した.宮原賀氏 (J)(路古il)/土，

三位向JW1の一つの取扱レブ1として，三臨のj輩出をwわ

ず~í栄として， il!心者r除勧とした三E患をi亙る岡の中心

の極座棋およひ回のLI~径とさ鐙の方向Ý(1 をとれ ば，

Lagrangeの正三角形解が簡Ij'Uこ導けることて「宏、しp

併せて廻蹄のない，二匁:溢三角形のtJi]合の各臨の釘突

について述べ，1f.C1¥.、て C阻 onicalTransformationで

鑓換fllw.が Humilぬn 商数に依存するときすなわち

切絢告さ換でない均合の canonicaltrans[orrnatiollの

性質とその一二の例について説明した.さらに繍ロ遭

甫民 (~U;(天文楽) /ま極の観測市町から地球のttt性主軸

のìllil助手f逆算した給:J;!.~ (1)極の長年移動l主Wanach

や服部氏の給14と大随一3変ずるが周期的ないし直綿的

illi勤とは考えられないこと (2)年周項(ま大!lfl太司，.洋

と大西洋を結ぶ方向に討:復運{(/)をしていること (3)

地球の平均極左仁i時mlljを結ぶ線をYi!(古:ベクトルとする

座標系でtl'1性主i柚の{立置を表わすと， それは x=

0.35の附、近をさまよレ約 50年周期の回運動をするよ

うに思われることを報告した.

最後{ま宇宙論に闘するもので，つまず黒沼環一氏(山

形大)(主新しい:mカ湯の到!論とそれにもとず〈釦j主主的

な宇宙モデルを提唱した.

次に成ヰ目秀一氏 (東北大〉は新しL、時間尺度 “T'

にもとず<;主動慰的柑封沿の研究組報として次の~ß結

一割 ー



身~ ~I ぎをJ~ した.(l):;よl:.l : ，~'f'.! Ikr之江二む.'"陀日11;こ於'，::i:I_x
IJlJ的CZJるiI:11年I/nf;r.iH0JとともにイUjS.'.)しのと;氏し (

ヰlb立し，二Jfj'0 1110.，':1メItTl'刀:i:fじし ':l_;"~. (2)日 1・;存;

}JE )) t[:， i.'i・ ìj:~\:， :n.)~ i: i: T jニイMl ずる ・少 なな 〉 ナ;以似I~

l絵 R にも依存ナ〈与が )[ilnu.<-デルーうようなドiIlgl1la-

riti [ ; r.i;\hれない.(3) Jj~七，t:~s三段;工作.J!~J) (.;，L1 il~i や

Lorcn1:;r，のものと民り Intcra[c∞di，川凶もQfじゃう

けζ，. J韮に Ial"r，d co，、rùinalcs 治:}‘Lh.~~~主役で不完た

も.l)j吋ij二吉町・心みであることがほ別され乙(.1):I，'fe;さ椛

!点台行¥." かつ-tZiζ1，0γωll'l.iuv!lri.nntたもみは-

f段目釘・辺助奈の弘・むな\..こと刀:;iJ.日さ;iL.る ~(ll .'こは

荒木俊馬氏が~~;II i1のûiJi誌についーご と姐ナる lYiúi! CI')月Tr災

-:#'" ~{l}f~し 'ニタlロI-Rやおっ心コ.ナfたζL〆十， Jι，:i，山1、k叶-

l作門凡吋lゆ多次4元，民凶山i日;川;H!ト.うωノ〆.ト凶t似I(一L 、寸iJメ!守f打eフ~r~ .1κl~;}，功弐Jゴ7元己じJノゾ万;1山"山ωι:，)ぶjド;λ-;l、乙迄， 三乙J 

4物句1口1元奈ミFらノi流Y涜tスに上つ-こ'次々 の以:1 11 i 土n;，!}j、し口九~:;:1司I

~JiI ずる Jノ ~0' :.t~つ ι ， IItlbl.J[0 J)宇宙lJí;Jll;V>~，;\'lf( 州安11J

1-r， と ヲ宇7デ:ヨJi企凶;にこつさ -.'年;ド午叩'，;:'町:χfりδsωο1伽例A川1ト、"りノ 2幻1~ど; ，吋11，ヲポ示 ;にこ +利州|日i 

1訂:.'-;ナ、るn仏:It切:シ法，泊5:河』押r'IJJ右加加i日lγ-ず心という ，;p;rふ:;いに‘二てyた:υ11山11ド'Cι乙.鏑

木政岐:((，'!!ブ'():ェiillr.:]にひさーつゥンご ジ";JrL: 11. ~.~~ Iご

もとずL、ご.'113，)[::::の'Ñ.i:f:R!ii~.~iU当!の~l~1;.ì1.~〆 jl!'，じし

た*/i:~t -:~ ~ι ヘS臼Ii叫叫a叫lリlμ3汁山hげa

{信宣j弐r;;(!J，iJ;寸ぷJ~江u爪'~ë:祭5大) カか、 lら〉太E叫l山』U日，J涜1史必!ι:~.:/心'~ ì決jたt〉定じ11か“仙ir'山r'山'j円苦ず'.'斗r一{伏t‘い.よ. J 刈t 
し三ヲ口 γ 卜しごみ乙主， :J~!-r~ìよその 11"(訪日吃'レし~l)i 

くよ古1.:ftIiI，"JがJ川 L乙とL、うよ白があっ 三iu .ntH~.つ

昭和 2S ~Iニ 1庄野 l例年令

当il土終了した.

第 2 目

妨2日午前.1太陽物別胸係の論文治:謂まれた.

先ず小野貧・田中牽明く班点天文弘氏〉同氏(土大閣議

E占の極小J切iこ太陽極附ja:に現われる償小丘l景Eろ限iQIJ結

裂につい ζ述べた， 11)51 年の耳切iからそれが見えは

じめ，特iこ1052年の511頃から活汲になったとみこ

と'(;-tJるーそして現:((:でもほとんど毎日凶てL、る.太

陽副知l芝 680 以上にI.LIるものであって，多いときは

30聞も見え-cレることがある，しかし頻度はほぼ一定

で，それが1F1:(去には完全に毘つ・ζしまうところから

して，:.5命J土1日以下，敬(1寺1:11ぐらいのもり.('あると

f住宅ヨれる.形は全部町で2Jつ C，ï(f.flf :工事.~i~f;扶EJ)敏

{九 γなわち 4;砂1..:¥.、し 8f会程度'(ある.主s附近3コプ

口ミネンスなどの相慨も別に認め!')t 1なし・ので，その

疋殴はまだはっケりしてL、f口、とのよと Cある.

ヨ，\. 、で積回.久・清水保失〈日~u(天文:;0ω前氏;土

日置日夜r~へ りオグラ フで側ì~IJ し亡，似つ制と~J.!r，'i!泣lll[:'..)

関係予ヲ求めてみたところ，泊j度。車巴11~'{!((沙;大会〈なる

と制も大き〈なる傾I.ijがはっfrり111たと主sべた.そし

てこれは赤と背とでは迎。符5aとなり， w;では迦!使{士

プラスに t ~rlで{立法度~tマイナえになるとのことであ

る.

よ図柄1. 減尾.男 (JîC大〉叫w走(主 ~Iミ鈎JlI'つ ヘリオ

グ ラ 7で K 純'91.古!日手法~.Ep.してキru ，~)活illIJ性につい

て機材したも οチ盟決した 11J50年から 19o:l年に

:n:る間測につL、 'C ， 中央子午純白・お丘.つ11~illI)も主な材1も?

として太叫何度Jζ封ずる分布同所 I~I ~j;Y}，~HlJl n~につい Eご

!Jt¥. ，.(みた.そして白旗，m~， プ円ミネ'./ ;I'~ J コロ

ナ~q";.!)活![(IJf生とl司叫に平抗につL 、ーこもかなりよいヰfl闘

で!日lじ活動性が認められると述へた.次いで官選定

烹・東康一 (~D;~ 7と文去りゅmJ:"(:ñ:，広島。目町民1]t :口決

定について，よれをI可制と強度につ'-'ごflt的にはつぎ

りした沼市中つけ・ζみたL、と'.):~;\ ，7".. r，.. しに幻i;j~;こつl.

ーこ述べ，七外関心測定とやít岐 し J も 'E:~)f't n， III 

あたわにな多少刀法がIH てくる .コ~ それゃな くしたい

8[j -



之り勃1等甥平靭!つ今lもとiにこ行tわ)).れLυr:'(ωで主あノろ必が'.主だi}:'ji~ (i守 、よ

段冷廷は滋しられち六、J:-5である.

:.! ;ý~l;.清水資・寒波・大j翠j審鰐 (J;iJ;Y天文殺) ;'仁三氏

ヵ;月rjf:火当て畿のl511iijt鋭勺 グレテ'1"/グによ乙?:r~ 1次

えイーグトル吾J た電1[~{'r: l?f ~ii_~ぜ・しめるう1!~1'校についーに内務

i~WI守注射l~主役 した‘ 今までもこ匂jえみはそ，少みろ刀~，

tW!，y問・りそ1.L%Jt: lずるところに1夜明iA〆;.;'.、たもので

ジメクロチ7'， -'(- 四タ 戸 と ョムパレ -'J- ネヂ得~，1ノJX:Il{4'

せにより引窓d;:f皮~lNfること) JfHr~?:~などにìì窓なおB

1って， これを?オッシ口グ ~j 'l:ニ記$fRさせたi沢政:1(1)定の

結県名ずがされ/ム

}IH寺市As(京大)1おむj(議担li線の腕j必UoJ誠におけ

るne吸収ぜ占(~I!;慮してホ紫ツ約二:1llJf抗体~I\投及r;:辺助

協i芝~ç.~溺営主 !こ求め，観測と比較し/二・そ山給月ij笈動

溺!蛇;lQ' で膨もよ〈?縄illリと ..~!支ずること ， また翻測と

現1耐震の比較により第ごlfU伎作財政としごはlO¥，)-

lØ~7 ~;J: ¥， ;ととなど会ぶ された，また難波牧民〈大阪

Bf!泌太)(ま移対スベクトノレの赤外古jifこrj;七t機系企乃多Jft

線が'Jn.~.~.Iこヰ:m<現われており，その強度去、.J1'lll!.土木紫の

それとよぐ、似 Cいるよとか弘水寺院ゅ Lc輔仰との

ru;;rJIl，1]lωoffcctとして総|珂できることな方とした.まだ

波J毛布frl~撚ゐー殺のために水潔(/) Lsとのl.'OSりllIUl巴t

tこよ金般米長託子がその義成欣立長から1li結f?によるより

もずで:;..と多く ovcr-popnJateされ111ること.及びその

度合{ま阪ヂの;:_~ft};ìご依りよらないよとヵ:;立、さ ~l.?o .こ

，，，' L て仲間機禁句線の研究からA立系の輸品Jj;!;~k9;il IJ l.ti 

F I峨伯，:C樹尚されど.

全必稲場，~男氏 C~~':ft火) (士太陽大気で吸収品Jjl，J)<f，

Jずる有数料の光鎖的潔さはその線の波長及びその織の

野島幸雄 〈東京天文護〉 の二氏が太陽~J漆の散光世に

ついての鍛ifllj結来事ヲ述べた 1951年の亙からうモ際校

幸子佼って~の散光J設を測った も の， きた ランプ光自主討

を使っと測ったものについて，{JtJえIfWend(mlttlin 

の観測と比較してみると，f投光設がほぼft?になってL‘ 

るこ と.それからは手節的1::決った傾向がItlることな

どなあげている.委i撃進午・森下徳三の二氏{土汲絵1)

コロナ絡線と外国の結果とを比較された.これらはか

なりの不一致がえられるが，観測すr~去や散光設の主主い

がそのi京国と思われるので， 'I-rそれらを揃えてスケ

ール~ -~定する必婆があることを主kべた. ;;，1こ潜水ー

部・ a恵三のご民治;53031搬の太陽周緩よりの距般

に封する謹綬考遣を i~IJ定したものを述べたが， 務殺での

結』誌は平均し'ど距綴の-1.31梁 ぐらいになづ-(l、る

とのことである.ぎた野附滋夫・申込慶光二氏が1952

年より現在ま守乗鞍で観測した 53031線強度検 Pic

du Midiの結泉と比較された.l'弱者は比較的よ 〈合っ

ているとのことで，~る.

~には太陽WL波についての硯測や賞搬についての敏

倒のi論文が紹介された.まず膏求賢司 、守山史生 ・鈴

木重雄(東京天文凝3の吉氏が 1953年2月 14自の

部分食の際.3000Mcの太陽電波を翻測した結果につ

いての接表がらった. ~者自のZki塁占ろ附近iこ強い領域が

あるのではなレかとの推定が観測結架でよ<1溶かめら

れている.その結*として太陽街の 13%の綴織が，

90000 
<らいであると仮定すればよいニと，それに訴

する電子待自主のiti加の推定などについて述べた.

次に土屋淳Eモ(f，(UJ(天文芸誌〉治苓予磁場を伴う ionized

mediumに於て， M:nx:wellの方総式及び運動方認式

:ちず ?:'.ιレペ?の蹄ijuJ ，)，'jツシアル!こより '_'.~xlこ以伝つ から initialdist:l凶anooを拠之℃その解を求めた結

'1:.:~ 、若ので.~ .'-.それや一般的iととり主役う務11];とし・ど， 来について， 静磁場を仲わなL 、滋合の結~さと の比較な
~!)j川!む1(l . lîごつい広考えた締J.I;!合地べた，深さや千幸被 どそしたものの設表をした.また河沼公昭氏〈東大〉

長!ごっし、℃用、縁j成光の槻iH%:'片JI.、て求め，ぞれからJi劫 {ま 7レアー}こ干札、磁策風を飽ず微粉予の震の壇場苦f考

逸脱接待鵡~y)欄，1t'T y シアルの1iWこ従って巾慨 慮すると宇宙線(ま太陽から飛肘ことができること，

手;ご鳴いと奈つ吸虫なる語t締法;拠えられるが，泣い泌 一般磁場を 0.5ガウえにとれば宇宙線強度の最大と ア

摸色!~r実ある ，m111もlp]oお 'のJt肢から得られる括払也温度 レアーとの時間差が説明されることなど述べたe

はそや波長畑邦機械抑制的こ中附している 最後に輪遁雄氏〈大阪市大〉は太陽電波のアウト

与ーときど台第しだ・突い・でー羽海?・積場交易〈東北 パーストの盟主'I'!機締役放置によるプラズマを僚い笈段

式)i持 制;筋線滅光の観測リから太陽のーをデル大総合計・ 的に調べた結果について述べた.すなわちア ータ放電

¥去し全生の注つI，'):CNaのD織の;計算からそfCが む により 8∞OMcで受かる強い雑音があることがわか

麟捻ままし 'ç~た輸銀につい・ζ越べた.すなわち，吸牧 ったので7 その菱重E危機構を鵠ぺ-c.，これと同じこ とが

線の縞腕と:その用事量殺架'kWMべ，段J!腕数の深苫によ 太陽商でも考えられるので，ある種のアウ トパースト

為艶.fß~λれた刊鍛の式合用いて罰論している 1:::泡閉できるのではなかろうかと言われた.

決コ肘親測のかな問題につい晴敏親I'IW所 21HI午後の部先ず網拡原鼠佐久間静一氏

擁係ゐ'~.l( 通1比例の総文治;霊童表された. 3E ず山本瑛Iin . (日本天文研究曾〉は 1952年中における曾員 16名
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の嬰光星の質調観測の結果を報告した.ROrB. TCet 

等含含む 44伺の極大と 15個の極小が観測されてい

る.小野田昭氏〈紳戸海洋策象夜)1主星のシンチレー

シ3 ンに閲して，第 2岡田の報告をした.シンチレー

ションを起す有数日警の荷さi'.星や木星の像に見られ

る主主流の方向と，高)膏限との相闘によって，約3000m

と推定 した.他にシンチレ ーション温度の全天分布役

光~Il的に観測し，この分布と近畿中国各地の砧府民の

観測結果と含比べて，雨者の間に相闘があることもわ

かった.、風向のシヤーの最・大のところにシγチレでシ

ヨンの有数)仔治:ゐるらしいとL、う結論である.

竹内鋪夫氏 〈東京天文豪)1主木星の街昼の食につい

て，太陽の周縁滅光，木星大気の屈折及び滅光， 衛星

のアルベドーの不均一等の影響合1在的に計算した結巣

について報告した.食の耀絞時間には木星大気の屈折

と滋光と治:非常に大きく敷いて.5分聞のものが8分

間になってしまうこ とがわかった.業茂， ~;:皐清輝氏

〈東京天文奈川主，マルチプライヤーと靖紹器とを用い

る恒星測光用の試1'1=-tl菱自をと，これを用いて周樋標準農

の等級と色とをisIJって閣際標準促[と比べた結栄につい

て報告した.

つづいて古畑正秋氏(東京天文書長〉とその協同研究

者による食控光星の光電測光iこ闘する 3協の研究が重要

表された.すなわち 中村強a::IまRUEriの光 度曲線

を解析しーζその袈索 (2星のや径の比，周。縁詰ま光度を

含む〉を初めて算出した結泉について述べ， 北村正利

氏{土 YYEri ， 国鍋j告援~Iま TY Pupの光度曲線の

解析について報告した.Y'l Eri 1ま非接に廷後した食

主jj星であるために，毒事常の方法で{主要素の算出{ま枚数

せず， TY Pup I主近接Lていると¥..う他に位相のず

れや最大光度の慶lじさえ認められるので，特殊な方法

によって要紫を推算せねばならなかった，ビ、ずれも極

めて特殊なilll恩であることが明らかにされた.

細川夏五民〈山形大)I主食漣星の速度曲線が星り自

鞠Jこよって如何に艶形されるかを論じた，自開軸か執

道に垂直の場合{主既に Kopalが解いているが，絹川

氏{ま自鞠軌が斜になっている場合には法度曲線iζ非酎

稿が生じ，阜の歳釜運動も起ることを示した.さらに

同氏は墨の自開に赤道加速がある場合にも論及した.

，恵国夏雄E毛〈東大)1ま1950年の極大光度近くにお

ける X(_，"ygのス ペクトル (5聞の観測〉について報

告した.12本の段J佼線と 10本の郷線とを測った結

果，非常に面白L、結果が得られた.殊に，Oaの4227，

'TiOの5167宇野， パルマ F 系列筋線理〉望号化や，TiOと

ZrOとが混在しているので M 混と S裂との中間型

と初められることなどが報i!i.された.

宮本疋太郎氏 (京大)は rOy!c{現の五¥.1主動力感的

な見地から 2縄類(外.こ向って加速ーされる!fllと.i安泌

される型〉に大別されること，これらの且に見られる

特典な鈎泌泉の輪腕令官信明するには倣飢1論的な方法では

不合理で.やはり動的に力怒考挺せねばならないこ と

を輪じた.次によ野象失・街路澄三an..岳澗iそ〈ぶ

大)1ま高温度星のそテソL や作った結~・を羽ì1!î'した . 乙i

氏のモデルで11有数iW.町主 207000
K. iJli!:U臨射日の

一定さの務度{ま 4~~というかなり俺れたものである.

なお不透明度に聞しては，.J時和平均とiW業平均と合比

較した結果，やはりiliJ者の方が成事にす<'れているこ

とがわかった.長谷川敏男氏〈五〈大)1ま骨転出型1.1コ大気

の動力接的モデルについて報告した.定協・流の場合の

微分方穏王止を数(í{_(樹分法によって解~， 竺つの.hlの賞
際に合うこ とを示した.

~J、尾f曾鋼氏 〈東大) 1ま原子スベクトルにおける LS

結合と jj結合との問の艶換につい.c論じた.質例と

して f の場合につき ~<I'l;tを示した.

服部昭氏 〈京大〉は福島毘妖星怨のスペクトルに見ら

れる HeII4686 と H8 との強度比手~B.!1ï7)光型的

厚さと中心星の有数i&:lJ.交とのi弱数として算出し，これ

を質際の星震と比べてそれぞれの光~j的I!l-さや決定し

た・光接的厚さは0.5J:ryのものや3.l'Uニのものもあ

ることが知られた.矢田文太氏(万〈大)Iま記8:B1.JiたEl.!.!l

の水素が，La1!:.吸収して2P治的へ上った後. T!m炎
によって窃昂され， 28 'k飽て 18にもどる (2光子

放出〉とし、う操作な.ZtlDstra数巣、少も考慮に入れて

轍迷方程式によって制べた. 息~の光照的l事さが 1.

3. 5の場合の計算によれば，電子純度の滑大にfl!っ

て Laが順次数果的に減少することがわかった.三銭

利文氏〈京大)111?lU'ìVI~E.~認の La 似の鵬射場iょ閲し

て， ZruJStra.紋*をしらべた結媒をitlfll切につづいて報

告した.輪開をtr.右4個ずつの段階に分けて泌文微分

方穆式を解いたものである.海野和三郎氏 〈東大)I土福島

皐獄皐鎮のBow叩機材'11によってnõ~る OIII の郷似
の一つが，主治ppler悲古来による波長の移励金考えずに

お国tra数果lこ基づくエネルギーの毘官官への移動によ

って綬明され得ることな示した.lif際の計算におって

は段階lこ分けることの繁殺を避け，解百c悶有両政によ

って鹿開して，.1欽他・をt佐3草するとL、う方訟をJjjl.、た.

締沼定之氏〈京大)，ま郷線を持つ早期Bl.のガス奴モ

デルについて述べ.Sttuveの般についての考えは再

考会裂することを示 した.
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シ ン ボジ アム 記事

年命第 1 日夕刻上り子午線側1，(;1えび:太陽 λ ペ クトノq>J干ヲE総合後U~のシ ンポジアムが何日華に閃かれたが，

Jを の俄i懸念 lliltr.潟;.~~・は抗告ii者ー I'l !l'に({(がiしたのでそれを御紹介した11'，一部禾沼の原稿があるのでそれ{ご

次鰐Iζ錦織ナる官接犯であ乙.く制後fぷ)

星 間集憶 について

我々の伐ん"0'いる主U-tf'Iff:'土足の‘"大tM闘争Cあると ー

~:Jにrrわれているが，貨はこれらのj草食臨の符htと " 司

総~の~憶が臓とJaとのIHJの冷:間(Jjl.r，n?"~: tHj)削恨め

つくしζいる.ただbl.附以間(土;11'鵠;1、:1慣れ、の，(，島全胞

と同じだけの1'-lJiI:の叙慢で、も，そのZ~問を満たすこと

になると，その核、1ftは非常にf尽く大股 1cm丸の'f~に

1側の原子治tイ字在ナるイなの割合になっ・ζ しまう ・この

1mが の中 1側と沃 う宇野!n'(ま平均しての話で中にはこ

の平均鮒よりも筏1m:の正:il.、部分もあるし，低い所もあ

る.この草野皮の筒L、f指分自("l草間~I" と言う . 花:度の

低い部分{ま!iWll"~震" と l昼間~とのrmの怨間にある気

慢と云・ う怠味で俄lこ“怨ml叙飽"と呼ぶこと にする.

島問訟の宇野Jl引が1jl. 、から阜の光~t:"さえきfるカも大き

く迷い息にき終われる.!ì!nn~般による吸放線{士主として

この島問績によって~~ずるものである.従ってこの吸

l吹~会しらべれば島問震に闘するいろいろな知識が得

られるわ(，ナでおるが，今迄にq~Jられた結果の主なもの

告と側係者院にしてみると，

1) 星間無限{まく平均すると〉仮昆と同様な銀河廻附

をする.

2) 星間It(ま平均 o.....lOkm/日∞の視線速度事?有す

るが中には 1∞km/sec近くの非常に平L、観線注目Eそ

持つのもある.

8) 昼間.，ま lcm3中平均約10偶の僚子〈主と し

て中性7M係筋(!f-)，富良開銀憶は 1Cll♂~Il~接くとも約0. 1

f闘の版予 くまとしてJ}(鶏イオン，つまりプロ トγ〉の

密度奇?鳴する.

4) 品開銀{ま大きさ 6-30パ目セ ク (1パF セク{ま

約、8光作〉 のものが多い.

o) 銀河間抵〈で(t}.lW品怒とI:í}.IHì~ミとの間隔は平均

約 100~弔 問セクの総皮である.従って 1 立方パーセ

タの中には約 ，10-~ 側の島問震があり， 息間裂の開制

の約 10%r¥'.'&開E震が，l怒りの 00%そ援問主主慢が占

めて1.'る.

ここモ (3)会開〕昼間l~(工大部分が中性水素，思間

. 東北大⑮天文修正史寺区

自 主主幹弧.

気胞は7Mf~ イオ γ と言ったけれど!IrWí1ミでらってしか

も7[<泌イオン，ilX(ま~問主主臨でしかも中性71<紫から俄

然ている精分もあるわけでーあるが，これら治不'f.:{Eする

ためには特別の総件が必裂で結局少ししかないものと

考えられる.以上金まとめて一口に言えば，1，部iJ!J.な広

務イオγ の叙股 (;s問主主股〉中丑?幾分密度の?:SI.、昼間

mが炎々に問手iの主主度で運動していると言える.ここ

で中性水銀だとか水素イオンだとかやかましく言った

のは且開策胞の大部分事?なす水索が中性か電離してい

るかによって"その物理E的}伏態カZ非常に具るからで，

これは次の表会見て “中性水鰯賊"と電離7k務領披

〈特に昼間怒と寝間然世のTfr)合比較すれば明蹴であ

る.

この茨で見ると7k繋が電線している領域{ま昼間袋問

の 90% も占めているのであるが，この領域の草野~(主

比絞的役いために昆開策腫の大部分が，官隊していな

い中性の水5誌であることがわかる.所が極〈最近迄{ま

中tJ;水紫寄?直接観測する方法がなかったのであるが電

波天文怨の謹l援に伴って中性水素原子の出す波長 21

cmの電波が間測できる掠になり今迄漉論的にのみ務;

恕されていた窃が臨められつつあるJ伏態である.この

電波観測の結」誌の中特に頭要なのは星間叙健治;銀河系

外島留で見られる様な渦悠形の腕j伏に分布しているこ

とが明になったことでこれは銀河構治の研究だけでな

く，皐間策担研究の上にも大きな前進と言わなければ

ならない.

それでは昆間然聞は何故一段な筏度金持たずに昼間

懸の搬な続度の高い所，l成{まE寝間気般の棋に~;trrの低

い所ができるのだろうか.ここで昼間無臨の飢流巡動

を考える必喜怒ヵ~包って来る(天文月報第46 袋~oÇ 11 g流
169:n:~!lf!) .この鈴l統泌動{主我々 の日常生活にもよく

J.!，られるものであるが，昼間策、臨もまた徹流ゎJIk態に

あり しかも相おに激しい筒l滋紋態にあるのである.こ

の似流会談型的に，総流にある涜援は固有の法度及大

きさを持った統陸の部分〈これを簡単に縦流嬰潔2lG(ま

渦と官う〉の袋拾で，これらは荻平均待命で生れたり
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得度 (lcm3)

電子窃皮(jcm:l)

-1 

-5.10-3 

-10(水深イオン〉 足 0.1

6.10-5 -10 后 0.1

(主として炭鉱、設紫，鍛，マ) I (水素ゆ後続による〉
シ 杭 ムωm般による J I 

一官夜(61¥)一一「一一一一一一 l 一一一一一一γー一一
(Kin山 )I _1000 i 2000

-700
0 I -10，000。

TemperatureJ I I I 
叩~j~党議石否反一 一一一一一一寸一一一一一一一γー

lこ設するのに必 1 ()2-1()6王手 I 107ー109年 I 105--107 (01' 
犯な日制10 i i 

一(盗122A読すを)_! 1000 I___~_. J._____l_O， _~O ~ i 1∞。
釧 ;Jを占める割合 I -10% I ー I -- 1 -90% 

芝盈玄~~ I ~10---'一二了一「一二三二[二 五一
2Zおよって孟ヲア「 波長 21cm(1るOM，ゆ〉 の郎総 |耐 〈 銀 河 伽 わ せ と 系 列の蜘

- 天文月報.t(~ 44 ~き， 第 5 鋭 69 頁参照

?符えたりすると考えると{jl!和lである.この平均蒋命は

我4の周間で見られる錫l流では筏〈矩いけれど墨開策

飽乃筒l流では 106-107 年程度であって，この期間の

問飴l流磁5憶が或る速度のiA動をするわけであるが，主主

憾の一部が周闘の無位に街して速度を持つと衝撃波を

作った鹿縮現象が生じ，酪備されて密度か宵くなった

部分{主管の泌さの約2倍乃早さで大含くなって，上越

のzr均蒋命乃聞に観測されると同じ程度の大きさにま

で成長する.つまりこの医縮された部分が皐間震なの

だと考えられるわけである.筒l流嬰系が潟えると星間

窓を陸縮するもの{士事iJもないので今度は掴散して消え

ることになる.つまり島問雲は飽品望動とともに出来

たり滑えたりするわけである.治昼間震が自身の前カ

によって繍l投!と到して安定!Iこなるためには精通翻測さ

れる昼間訟乃数十佑・の密度が必袈でーある.

筒l流巡励金上述の筒l統要素の集合として表わずとき

aJL流要素・の “階級"と曾う嘆か言われる.これは一つ

/〆ルマー系列の¥
I(lii線のために級1
I <続簿なが兄島 j

| \~となる / 

の筒L流契繋が小さな筒Li百t嬰素の集合であり，その小さ

な筒l流~喋{ま更に小さな俄流要素の集合であると営う

療を袋わナ曾諜であるが，この鎚l流の階級に劉惜し.c
昼間~の階級と官う éJJ も考えられるわ(，ナで為る.つま

か筒L流嬰孫の階級}と臨じた速度の分布〈或(土場〉があ

ればそこに節感波の場ポ法じ，その結果として生ずる

星間怒は小さな星間訟の集合であり，その小さな息1m
141ま更に小さな昼間震の集合であると・去った工合であ

る.この搬な考えで反問E震の大きさと速度との闘係，

〈陸紛筑間の飢流スペク ト ル) ~求めて見ると Kolmo

goro!fの法UIJ(v == t1f!l)からのズレ，郎官 出t占+k;り

の k(l)li 0.07-0，03程度のものであることがわか

る.

この他，銀河磁場との相互作用，島IHJI羽惚粒子との

闘係杭畠との闘係等興味深〈苅裂な問胞があるが省問先

ずることにする，

長周期饗光スベクトルの二三の問題

路 間 良地本

長周期後光!sというのはその殆 んどすぺてが低温度

型の足である.従?てことに述べるものr.tM型，s翠l

. 東大河!4!郊天文鱗敬遠

:x裂に限定されることを王絞めお減りしておし

阜のスペクトル2訟の淡彩見るとM~fl!， l¥!政治;平行iこ
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U Oyg ((・]12-092)
¥"・Aql((m~) 

放んでおの，斑にg'!I-I!沙.J附Ijしているこ主{ま既によ〈

9~1 ~~元たJE とである. s抑カmr，Nに主企んでいること

が最初に剣づたのはウィルソン山の 60吋及び 100吋

}ζ主必槻測のA動物，<:;.あった.ぞのおH守{ま大惣耳:lrで35

A/州rn~型肢の分散Jf!;のプ リズム分光都で調べられた

の仇~'ある . そめt炎M:~聞と HßMのi:þ問を占める R'And，

x侍Rゅよ~;tJ:l脚;10A/mlllのi理分散伎の絡子分

業機芳明捌芯れるようになり，更に最近ではパfJ--V悼

の 20J11寸の分光袋町が{必えるようになったのモ， ζ

のブi簡の研究{主主拒ノ~ ，W_:んで行くであろう. !I[恕!と S設!

の百7i'jJlJit'~l'O;'l，W と TiÖ 務のあらわれ/5 1こ主っ て，

、最初!抗議さ、れため'(!あるが， ~肱のよヲなi粉i縦

t::去、苓おお誌も，火際このm;;が認められている.税ヂl:，*

守I::#).!lっている S . ユf~ と ?-1・の rÞI日j磁の代表的なもの

とそ;的特徴~‘制ヂセみると5えの よ う ‘である，

1事'G~l)t1i' ~[l'，Ê治r， ，1ほGyg:Zr02紛繍仁'l.'iOfi，}'lま揚

~ '~砂子lí~'むなfl.ì];;1，えたし、く st型〉

lt~)(k ~，'jO 械のかなり d吸い~:æJ

U ClI¥I， fU> 22640， Aa GYi日， Z 1)oi， X GJ'話: S 

1砲とM!-t.~の i'~lr日Jt~J.

。 恥~， iRTflili:主，t4~ I~ -c i\r.~f!!をた#'iJ~， レ〈らか8

1段、の傾向も示ナ

J$~現き~'l主、 Balt の .:);ólí4 ， -l~34 が強い叉 S の傾l古1

~~ Iだっ~"~7ï;レζL 、る明・では TcI の線が緩い. :Mgl 

め活費線 '/)161;洛172.5183Iま政側のE空襲で1主主筆鍛とし

さわ長わね.CI?，'る ，ミ:1，1.1・pの錦{た3829，3時2，"3833の

掛か~す餌 M'_gI ¥総.71とは大分i撃った訟手令決してし‘

WZ Cas (091) 

るから恐らくその，出来る機構{土建っているのであろ

う.即ち 4571 の上の準位 3~p。は 3832 及 5172 の

殻郎iこよりへるが，極小lこ近ずくと， 1iiJか他のプロセ

スlとよ りその抑pl品色ioxiIま婚すのであろう.又 St訟
で興味のあることは研工の多寂綿 23，24， 25， 26くい

ずれも Mooreの Multiple色Tableにおける得鋭〉の

狐い線はナべて磁線として出ていることである.他の

fTくの綿は極大後最強になるか極大時緩強であるか，

これらの鯨{ま筏大の一ヶ月官官かそれ以上前!と最強l'こな

る. しかも質勝憲で得られる強度とはかなり遮って照

り将来の問題で(b7;ぅ.

最近得られた Merrillによる RLω(M8e，15.0、

-10，6，周期 81313 ) J)縄線認度の測定l;!:~ 、ろいろ興

味ある問題を提供している.X Cygの駿牧棋のスベ

グトル守w:;Jtが得た〈りと同じように，Fe!の間1棋の蹴

鯨泌肢は跡箇電耳きの商い線毛筆大きv倒を~している.

ところが }"oHの隙棋は妓牧棋と水素蝕(朔線〉のJ濃

縮泌Bをの中聞の俄を示している，

機犬後100日以内線大1∞日以後

H.(節制〉

FeI:(締結〉

MgI明日線〉

W
Z
丹

O

w

D

2

3

5

 

-
時
一

-3.3 

-0.2 

-2.8 

Fell(路線〉 ギ1.7 +0.3 

駁枚綿 +1l.8 +8.2 

邸~位相が態むにつれて 包と FelI (主星から外に向

ってい〈らか1威主起きれること-k示す治ら中性会腐の方

1) A.p. J. 113(IPol); N(); 3. 
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はその瓦封の傾向である.このような differentialな

影響が生ずることについで Mertill は電祭ブJ~{ま確

気力があれば起る可能性がある といっ.cいるが，オミだ

はっきりした結論は下せないでるろう.M:errill， Bus-

∞m加(土分子奴放の比絞的小さL叫3700-4100A械で

oCet (i¥f(; e)R Lω(M8c)， R And (Se)の200本

の吸必(~lの中心強度合測り，又 40 本の震合していな

L 制約需主的鰯~測った.これらから成長曲線をつくっ

て，元手伝の設な求めることは，さil:;j智治ゐ涼みた 2)よ3に

いろいろの悶難がある.'しかし結局はそこまで遜めね

ばならなL噴要な問題で為る.Bu駒mbe氏から著者

へのな伝によれば，引き続きこの問題を誕めている自

である.

弐に R，N f型について漣ぺる.Ke田 an-Morganに

よるC分類{ま非常な成功でらると替えよう.低分散度

の分光総を周レてスベクトルの敏個の特徴からR，N 

事ナ統一的な盟系にしたことは著しL、進歩である. しか

しこれをらもう少し分散度の高いスベク トル会用いて

放的に検討することは翠ましいことである.鍍者i主宰

にM.c D叩aldで絡子分光~によっ℃得られた Wメ Ca尽

く91)，U Cyg ((，'72-092)， RY Dra (<J44)， U] (ya 

(073)， V Aql (印4)，Y C Vu (Co4)の6倒のえペ

クトル金調べる機命寺f興えられたの且C'，前記の織に沿

って悶下調べているのであるが，十 一キス天文ぷでi11

た刈徴光度計による測光!Ib線長?べつ見しただけ'0'もこ

れらの悶に務しい関fじがあること少指滴ずることがfl1

来ると思 う.例えばLi6708寺子中心とした U080-6i:!8

附抵の出l線全蹴に反し てあるが，W~ Gasにおける

その強引主君主〈手苦しいものがある.

R， N でもう 一つのIi\jlij邸主スペク トル線のr~ij :.ii(::'l;， 

る.特iご;長波長域における同定の附総{主?広者ーが試みた

結果ーりかiうも判るように UCygでは 5040-8800・む

大路 1500本の線合測定し 800本がi司王Eされた.この

ような穆度であるから将来同定が充分に行われるこ と

が鰐ましい.以上l¥f， S， N般についく最近の諮問i脳

の大事専念主義べお舗のである.

2) Pub，A.S.Jap. 4 (1052)， No. 2 

3) Ap. J. lH~ (1962)， No. 1 
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